
 
 

 

 

現在、目覚ましい進化と発展を遂げている日本の技術やコンピュータ、電子機器。その世界や研究の様子を知ることは、

卒業前の６年生にとって大きな意味があると考えました。新しい物を創り上げようと研究を進められている姿を知ること、

そして、研究や試行錯誤を重ねたものが社会の便利なツールや仕組みを担っていることに気付き、あこがれをもつことを意

図し、６年生は工学部での「キャリアに拓く」の取組を実施しました。 

 

【ヒカリ水、光るスライムづくり体験（化学バイオ系学科）】 

ヒカリ水、光るスライムづくり体験では、機能性顔料の研究をしている増井敏行先

生にお話を伺いました。ヒカリ水は、現在、夜祭りの光るブレスレットなどで活躍し

ている物です。赤・緑・青の「光の三原色」の光の強さを組み合わせて白色を作る体

験をしました。また、日本の企業が発明した安全な蛍光塗料を使って光るスライムづ

くりを体験しました。実際に電気を消して光る様子を確かめる中で、その塗料が身の

回りの製品にも使用され、役立っていることを実感しました。 

 

【コマを用いた宇宙機の姿勢制御体験（機械物理系学科）】 

 はやぶさ 1号機の設計者の一人である辻田勝吉先生にお話を伺い、人工衛星などの宇宙機に使われている「姿勢」を保つ

ための方法と動かし方の仕組みを知り、宇宙開発分野の技術に触れる学習をしました。宇宙空間で、人間が操縦しなくても

機械同士でドッキングする技術があることや、ある一点に着陸する技術があることも教えていただきました。また、ロボッ

トなどが宇宙空間でその姿勢を保つために使われているジャイロ効果を利用した実験を行いました。様々な技術によって、

宇宙研究が進んでいることを感じました。幼い頃から宇宙への夢をもち続け、そこに関わる研究を進めておられる先生の話

も子供たちにとって興味深いものとなりました。 

 

【プログラミング体験・電子回路製作体験（電気情報系学科）】 

 プログラミング体験では、初めにパソコンの発展の歴史、プログラミングの歴史について笹間俊彦先生にお話を伺いまし

た。鳥取大学では、バスの運行の様子が分かる技術を開発したことも教えていただきました。身近なところで、より生活を

便利にするために研究をされていることを感じることができました。プログラミング体験では、アプリを作る体験をしまし

た。子供たちはアプリの数値を変える等のカスタマイズに夢中になるなど、プログラミングの操作に没頭していました。 

 電子回路制作体験では、キャタピラ車を動かすためのコントローラーを作る回路製作に挑戦しました。実際に動かしてみ

ようとすると、うまく作動しないものもありましたが、櫛田大輔先生や学生が問題点を様々な方法で探り、解決の糸口をつ

かもうと努めてくださいました。試行錯誤しながら何度も挑戦される姿は、子供たちにとって、とても刺激的だったようで

す。キャタピラ車が動き出すと、コントローラーを傾けて動かすという特性を生かしながら動きを確認していました。 

 

【防災について学ぼう（社会システム土木系学科）】 

 自然災害の種類や備えなどについて太田隆夫校長先生にお話を伺いました。気象災害、地震災害、火山災害、人災

など災害には様々あり、それぞれに原因となる現象があること、損害を受ける側の状態によって規模などが違うこと

などを学びました。また、防災、減災をしてできるだけ災害をおさえることが大切であり、総合防災マップなどを活

用して自分たちの防災に対する意識や知識を高める必要があることについても考えました。災害や避難のシミュレー

ションの映像を実際に見ることで、より身近に防災について考えることができました。 

キャリアに拓く ６年生の活動 

訪問先 工学部 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

６年生の活動の様子を紹介します。 


